
２
日
目
の
全
体
会
で
は
、
35
年
前
京

都
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
全
国
高
齢
者

大
会
で
提
案
さ
れ
た
「
日
本
高
齢
者
憲

章
」に
議
論
、
検
討
が
重
ね
ら
れ
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
た
「
第
３
次
草
案
・
日
本
高

齢
者
人
権
宣
言
」
を
畑
中
久
明
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局
長
が
提
案
し
ま
し
た
。

宣
言
は
会
場
参
加
者
の
全
員
が
「
人
権
」

と
書
か
れ
た
ボ
ー
ド
を
掲
げ
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た
「
宣
言
」
で
は
、
保
障
さ

れ
る
べ
き
高
齢
者
の
人
権
は
「
い
の
ち
と

尊
厳
が
守
ら
れ
る
権
利
」
「
自
律
的
で
独

立
し
た
権
利
」
「
最
高
水
準
の
健
康
を

享
受
す
る
権
利
な
ど
２
３
項
目
で
す
。

畑
中
事
務
局
長
は
「
高
齢
者
人
権
宣
言

を
内
外
に
発
信
し
“
豊
か
な
高
齢
期
”
を

め
ざ
し
て
、
大

会
の
成
果
を
持

ち
帰
り
、
運
動

を
前
進
さ
せ
よ

う
」
と
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
は
文
化
の
担
い
手

全
体
会
で
は
、
ゴ
リ
ラ
研
究
の
第
一

人
者
で
あ
る
山
極
壽
一
先
生
か
ら
「
ゴ

リ
ラ
か
ら
学
ん
だ
多
様
性
と
共
生
が
生

か
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
」
と
題
し
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

山
極
先
生
は
、
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
の
「
文

化
的
多
様
性
に
関
す
る
世
界
宣
言
」
か

ら
引
用
さ
れ
、
文
化
的
多
様
性
が
人
類

に
必
要
な
も
の
で
「
情
報
・
ネ
ッ
ト
社
会

に
な
っ
て
も
高
齢
者
は
文
化
の
担
い
手
で

す
。
自
由
な
高
齢
者
こ
そ
、
社
会
を
活

性
化
さ
せ
る
」
な
ど
と
参
加
者
に
行
動

を
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

～
４
，
５
面

に
分
科
会

報
告
と
感

想
～

テ
レ
ビ
で
フ
ラ
ン
ス
で

の
不
発
弾
除
去
が
あ

と
二
百
年
か
か
る
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
第

一
次
世
界
大
戦
の
時

の
不
発
弾
で
す
っ
て
！

そ
う
な
ん
で
す
。
戦

争
は
始
め
る
と
な
か
な
か
終
わ

れ
な
い
、
終
わ
ら
し
て
も
終
わ
り

き
ら
な
い
の
で
す
◆
毎
月
曜
日
の

お
昼
、
二
条
駅
前
で
憲
法
署
名

を
し
て
い
ま
す
。
知
ら
ん
顔
で
通

り
す
ぎ
る
人
が
多
い
な
か
、
署
名

し
て
く
れ
る
人
も
ポ
ツ
ポ
ツ
。

「
や
や
こ
し
い
国
も
あ
る
し
・
・
・
」

と
不
安
そ
う
な
人
に
「戦
争
に
な
っ

た
ら
ど
う
す
る
ば
っ
か
り
岸
田
さ

ん
も
マ
ス
コ
ミ
も
言
う
け
れ
ど
、

戦
争
に
し
な
い
こ
と
が
政
治
家
の

仕
事
。
や
や
こ
し
い
相
手
ほ
ど
、

や
や
こ
し
い
時
ほ
ど
堂
々
と
戦

争
は
イ
ヤ
と
言
い
ま
し
ょ
う
」
と

話
し
ま
す
◆
戦
争
法
が
強
行
さ

れ
て
以
来
七
年
、
真
夏
も
真
冬

も
数
人
が
中
心
に
つ
づ
け
て
い
ま

す
。
週
一
回
だ
け
ど
、
こ
の
時
間

を
必
ず
と
る
の
は
大
変
、
今
日
は

さ
ぼ
り
た
い
な
ぁ
と
思
う
こ
と
も

あ
る
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
「
戦
争

は
イ
ヤ
」
と
言
い
に
出
か
け
ま
す
。

(

Ｋ
・
Ａ)

夕 映 え
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京都で開催

学
習
講
座
・
分
科
会
で
学
習
、
交
流
深
ま
る

第
35
回
日
本
高
齢
者
大
会
が

近
畿
か
ら
全
国
か
ら
３
３
９
４
人

（
オ
ン
ラ
イ
ン
含
む
）
が
参
加
し
、

11
月
23
日
、
24
日
の
両
日
京
都

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

近
畿
か
ら
全
国
か
ら
３
４
０
０
名
が
参
加

全体会 挨拶する田中浅雄代表委員

「人権」と掲げられたボードを掲げる参加者

茂山社中による狂言

山極先生記念講演

「
日
本
高
齢
者
人
権
宣
言
」
を
採
択



２０２２年１２月１５日 京都年金者しんぶん （第３種郵便物認可第３９６号付録） 第４５５号 （2）

１
９
９
２
年
に
誕
生
し
た
写
真
サ
ー
ク

ル
は
40
名
近
い
会
員
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

当
時
、
柴
田
好
人
さ
ん
が
代
表
で
横
山

健
蔵
先
生
の
も
と
で
年
５
回
の
撮
影
会
を

し
て
、
年
１
回
写
真
サ
ー
ク
ル
も
紹
介

し
て
、
こ
の
形
で
現
在
に
至
り
、
今
や
30

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
金
田
紀
一
氏
が
代
表
で
豆

塚
猛
講
師
の
も
と
、
20
名
の
会
員
で
運

営
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
11
月
16
日

～
22
日
の
間
、
第
20
回
公
開
写
真
展

を
開
き
無

事
終
了
し

ま
し
た
。

入
場
者
は

３
９
８
名
、

コ
ロ
ナ
で

世
間
が
騒

い
で
い
る

中
で
も
こ

れ
だ
け
の

方
が
見
に

来
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
我
々
も
35
年
、
40

年
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
も
一
度
サ
ー
ク
ル
に
顔
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

事
務
局
長

山
田
喜
彦

11
月
の
仲
間
増
や
し
の
状
況

３
か
月
連
続
で
実
増
！

舞
鶴
支
部
は
バ
ス
旅
行
で
７
名
が
加
入
！

城
陽
支
部
は
サ
ポ
ー
ト
「絆
」の
助
け
合
い
活
動
で

２
名
が
加
入
！

舞
鶴
５
名
、
丹
後
３
名
、
亀
岡
３
名
、
左
京
３
名
、

山
科
３
名
増
、
右
京
２
名
、
城
陽
２
名
な
ど
で
複

数
増

大
山
崎
が
１
名
増
。

◎
舞
鶴
支
部
は
12
月
に
入
って
も
５
名
増
え
て
い
ま
す
。

城
陽
支
部
も
11
月
に
続
き
12
月
に
４
名
が
加
入
。

各
支
部
も
最
後
ま
で
頑
張
ろ
う
！

仲間増やし
活動交流のページ

２９人の
新しい仲間が加入

第
35
回
日
本
高
齢
者
大
会
in

京
都
を
終
え
て

（
お
礼
）

京
都
に
て
11
月
23

日
か
ら
24

日
に
京
都
で
開
催

し
ま
し
た
第
35
回
日
本
高
齢
者
大
会
in
京
都
は
、

お
か
げ
を
持
ち
ま
し
て
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
力
添
え
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か

ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
会
参
加
者
は
、
全
国
39
都
府
県
か
ら
、
の
べ

３
、
３
９
４
人
（
オ
ン
ラ
イ
ン
含
む
）
と
な
り
ま

し
た
。
第
一
日
目
（
23

日
）
は
、
５
つ
の
会
場
で

５
講
座
、
９
分
科
会
を
実
施
し
学
び
あ
い
ま
し
た
。

特
に
第
１
講
座
で
は
、
イ
タ
リ
ア
年
金
者
組
合
の

代
表
を
招
き
社
会
保
障
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

第
二
日
目
（
24

日
）
は
、
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
メ

イ
ン
ホ
ー
ル
に
１
、
２
０
０
人
が
集
ま
り
、
茂
山

社
中
に
よ
る
狂
言
「
蝸
牛
」
を
楽
し
み
、
記
念
講

演
で
は
、
ゴ
リ
ラ
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
、
山

極
壽
一
先
生
（
前
京
都
大
学
総
長
）
か
ら
「
多
様

性
と
共
生
が
生
か
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
」
と
題
し

て
の
講
演
を
聞
き
、
「
日
本
高
齢
者
人
権
宣
言
」

を
採
択
し
ま
し
た
。

大
会
実
行
委
員
会
は
、
大
会
の
成
功
を
バ
ネ
に
、

高
齢
期
運
動
の
さ
ら
な
る
発
展
に
全
力
を
上
げ
、

日
本
の
平
和
、
民
主
主
義
、
国
民
の
い
の
ち
・
く

ら
し
守
る
運
動
に
頑
張
る
決
意
を
申
し
上
げ
お
礼

と
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
２
年
11
月
29
日

第
35
回
日
本
高
齢
者
大
会

京
都
実
行
委
員
会

年
金
者
組
合

京
都
写
真
サ
ー
ク
ル

30
周
年
記
念

第
20
回
写
真
展
開
催



11
月
17
日

山
科
支
部

秋
の
文
化
の
つ
ど
い

こ
こ
2
年
間
ほ
ど
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
支
部
の
大
会
や
催
し

が
持
て
な
い
な
か
、
11
月
17
日

の
朝
か
ら
夕
方
ま
で
楽
し
い
1

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
午
前
中
は
、
和
室
で
抹
茶
と

お
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

組
合
員
ど
う
し
の
交
流
を
は
か

り
ま
し
た
。
午
後
は
、
会
場
を
創

造
活
動
室
に
移
し
て
、
1
部
は

人
形
劇
や
平
和
お
ど
り
、
太
極

拳
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
太
極

拳
を
ご
披
露
頂
い
た
方
か
ら
は
、

そ
の
演
技
も
気
合
い
の
入
っ
た
、

自
己
紹
介
さ
れ
た
お
歳
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
2
部
で

は
、
各
地
で
ご
活
躍
の
西
垣
さ

ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、
会
場
参

加
者
の
皆
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト

に
応
え
て
一
時
間
近
く
楽
し
く

歌
を
歌
い
、
普
段
は
歌
っ
た
こ
と

の
な
い
方
も
声
が
出
せ
て
良
か
っ

た
と
い
う
感
想
で
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
、
延
べ
54

人
で
、
こ
の
つ
ど
い
の
後
、
組
合

員
が
３
人
増
え
ま
し
た
。
会
場

で
は
併
せ
て
、
書
道
、
絵
画
な
ど

組
合
員
手
作
り
の
作
品
が
11
月

末
ま
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

（
記

浦
本
憲
市
）

11
月
18
日

相
楽
支
部

第
13
回

文
化
・

作
品
展

11
月
18
日
、
支
部
主
催
の
「
第

13
回
文
化
・
作
品
展
」
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
2
年
間
開
催
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
3
年
ぶ
り
に
木

津
川
市
の
い
ず
み
ホ
ー
ル
研
修

室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

作
品
は
、
写
真
、
絵
画
、
書
、

絵
手
紙
、
俳
句
、
短
歌
、
手
芸
作

品
な
ど
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
部
員
は
リ
ー
ス
作
り
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
以
前
と
比
べ

出
展
作
品
が
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
事
前
の
宣
伝
も
不
十

分
で
、
閲
覧
に
訪
れ
た
の
は
組

合
員
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

11
月
29
日

城
陽
支
部

第
26
回

文
化
の
つ
ど
い

11
月
29
日
に
行
わ
れ
、
今
回

で
26
回
を
迎
え
ま
す
。
楽
し
み

だ
っ
た
仲
間
と
の
昼
食
も
や
め

ざ
る
を
得
ず
、
コ
ロ
ナ
に
最
大

限
の
注
意
を
払
い
、
工
夫
を
し

な
が
ら
時
間
を
短
く
し
て
の
、

作
品
展
示
と
舞
台
で
の
発
表
と

な
り
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
た
１
４
６
の
作
品

を
見
て
、
来
場
者
か
ら
は
「
上
手

だ
な
あ
。
自
分
も
し
て
み
た
い
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
中

で
も
「
作
品
を
つ
く
る
会
」
が
作
っ

た
紙
の
マ
ツ
タ
ケ
に
思
わ
ず
目

を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

六
つ
の
舞
台
発
表
は
、
さ
す

が
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
。
仲

間
の
手
品
で
は
本
当
に
楽
し
い

時
間
を
得
ま
し
た
。

雨
の
中
で
も
１
０
０
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
組
合
員
で

は
な
い
人
も
多
く
来
ら
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
高
齢
者
に
と
っ
て
楽

し
い
時
間
は
何
よ
り
の
喜
び
で

す
。
楽
し
み
七
分
を
充
実
し
て

仲
間
増
や
し
を
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。

11
月
６
日

亀
岡
支
部

第
17
回

秋
の
文
化
祭

亀
岡
支
部
の
恒
例
の
行
事
で

あ
る
秋
の
文
化
祭
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
拡
大
も
あ
り
、
舞
台

発
表
は
中
止
し
「
暮
ら
し
の
中

の
文
化
作
品
展
」
の
み
を
11
月

５
日
、
６
日
の

両
日
、
ガ
レ
リ

ア
亀
岡
工
作
室
、
創
作
室
で
実

施
し
ま
し
た
。

出
展
者
は
53
人
（
組
合
員
で

な
い
方
の
作
品
含
む
）
、
絵
画
、

切
り
絵
、
絵
手
紙
や
写
真
、
書
、

短
歌
や
陶
芸
、
手
芸
、
洋
服
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
等
々
、
多
種
多
様
な
力

作
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

趣
味
の
域
を
超
え
る
作
品
も

多
く
来
場
者
の
目
を
ひ
い
て
い

ま
し
た
。
陶
芸
サ
ー
ク
ル
が
陶
器

づ
く
り
の
体
験
講
習
を
さ
れ
た

方
が
、
初
め
て
ロ
ク
ロ
を
回
し

た
と
感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
地

域
の
方
と
障
害
者
の
共
作
農
産

物
販
売
コ
ー
ナ
ー
や
自
作
で
小
物

を
作
ら
れ
て
の
販
売
代
金
を

「
国
境
な
き
医
師
団
（
最
近
は
主

と
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
活
動
）
」

に
寄
付
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

来
場
者
は
、
２
日
間
で
１
７

０
人
、
う
ち
１
人
が
年
金
者
組

合
に
加
入
さ
れ
ま
し
た
。

（3）２０２２年１２月１５日 京都年金者しんぶん （第３種郵便物認可第３９６号付録） 第４５５号

秋の仲間づくり月間

文化祭各地で

感動 笑い声 共感

写
真
上
・
作
品
展

風
景
左
は
リ
ー
ス

作
り

下
・
手
芸

作
品

第
17
回
亀
岡
支
部

暮
ら
し
の
中
の
文

化
作
品
展
風
景



各
講
座
、
分
科
会
に
参
加
さ
れ
た
組
合

員
の
方
々
か
ら
は
、
内
容
の
あ
る
学
習
、
突
っ

込
ん
だ
議
論
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
の
感
想

や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
１
講
座

「
世
界
の
高
齢
者
と
の
大

交
流
会
」
城
陽
支
部

北
村
隆
雄
さ
ん

イ
タ
リ
ア
の
最
低
保
障
年
金
は
８
万
円
！

第
１
講
座
は
、
龍
谷
大
学
ア
バ
ン
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
に
イ
タ
リ
ア
年
金
者
組
合
国
際
部

長「
レ
オ
ポ
ル
ド
・タ
ル
タ
ニ
ア
」さ
ん
を
迎
え
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
の
年
金
者
組
合
は
、
１
９
４
８
年

設
立
、
加
入
者
は
２
５
０
万
人
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

最
大
の
社
会
組
織
で
国
外
で
も
27
の
国
に

組
織
を
持
っ
て
い
ま
す
。
全
国
、
州
地
域
組

織
の
ほ
か
草
の
根
と
し
て「
リ
ー
グ
」が
あ
り

ま
す
。「
リ
ー
グ
」は
地
域
と
密
接
に
か
か
わ

り
、
政
策
の
重
要
な
中
心
で
す
。
日
本
の
中

央
、
府
県
、
支
部
と
同
じ
よ
う
な
形
態
で
す
。

本
社
は
ロ
ー
マ
で
政
治
的
・組
織
的
な
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
組
合
は
、
す
べ
て
の
高

齢
者
の
利
益
を
代
表
し
、
特
に
個
人
の
基

本
的
権
利
が
常
に
認
め
ら
れ
、
差
別
の
な
い

社
会
に
お
い
て「
男
女
平
同
の
連
帯
」の
価

値
を
確
認
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

無
（未
）年
金
者
が
存
在
す
る
か
と
の
質

問
に
対
し「
組
合
員
か
否
か
の
区
別
は
し
て

い
な
い
。
社
会
を
良
く
す
る
た
め
の
共
同
が

認
知
さ
れ
て
い
る
」と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
イ
タ
リ
ア
の
65
歳
以
上
人
口
は
１

４
４
６
万
人
で
人
口
の
23
・8
％
。
社
会
手

当
（最
低
保
障
）に
よ
り
低
年
金
者
への
補

償
が
あ
り
ま
す
。

年
金
額
は
イ
ン
フ
レ
率
に
ス
ラ
イ
ド
す
る

よ
う
決
め
ら
れ
て
い
て
、
政
府
が
ス
ラ
イ
ド
を

し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
1
・

7
％
の
年
金
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
、
来
年

か
ら
は
7
・5
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

日
本
で
の
、
本
年
４
月
か
ら
の
0
・4
％

引
き
下
げ
、
10
月
か
ら
の
75
歳
以
上
の
医

療
費
２
倍
化
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
（物
価

が
上
が
っ
て
も
年
金
を
下
げ
る
）等
と
は
大

違
い
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
代
表
が
不
参
加
と
な
っ
た
こ
と

は
残
念
で
し
た
が
、
新
し
い
旗「
日
本
高
齢

者
人
権
宣
言
」を
高
く
掲
げ
高
齢
期
運

動
の
原
動
力
に
し
よ
う
」の
ア
ピ
ー
ル
に
基
づ

き
さ
ら
に
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

第
１
講
座

南
支
部

加
納
孟
さ
ん

さ
す
が
イ
タ
リ
ア

凄
い
組
織
率
！

第
一
講
座「
世
界
の
高
齢
者
と
の
大
交

流
会
」に
参
加
し
た
。

イ
タ
リ
ア
年
金
者
組
合
（Ｓ
Ｐ
Ｌ
）の
レ
オ

ポ
ル
ド
・タ
ル
タ
ニ
ア
さ
ん
の
話
で
大
き
な
感

銘
を
受
け
た
の
は
、
約
２
５
０
万
人
の
組
合

員
を
擁
す
る
こ
と
だ
。
こ
れ
に
別
組
織
の
２

つ
の
年
金
者
組
合
員
を
加
え
る
と
４
０
０

万
人
と
の
こ
と
。

イ
タ
リ
ア
特
有
の
歴
史
的
事
情
も
学
ん

だ
が
、
見
方
に
よ
れ
ば
日
本
も
ま
だ
ま
だ
組

合
員
を
増
や
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

世界の高齢者との大交流会

（第３種郵便物認可第３９６号付録） 第４５５号 （４）

報告と参加者感
想

５
つ
の
学
習
講
座
と
11
の
分
科
会

で
学
習
・
討
論
が
す
す
む

「
高
齢
者
も
若
者
も
手
を
つ
な

ぎ

い
の
ち
・
く
ら
し
を
守
る
政

治
を
！
」
を
合
言
葉
に
、
第
35
回

日
本
高
齢
者
大
会
が
開
催
さ
れ
、

５
つ
の
学
習
講
座
、
９
つ
の
分
科

会
、
そ
し
て
移
動
分
科
会
で
熱
心

な
学
習
、
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
上
支
部

上
山
洋
史
さ
ん

第
４
分
科
会

原
発
廃
止
、
再

稼
働
を
許
さ
な
い
運
動

３
０
名
ほ
ど
の
参
加
で
、
守
田
敏

也
さ
ん
、
弁
護
士
、
大
井
原
発
訴
訟

の
方
々
、
い
ず
れ
方
の
話
も
良
か
っ

た
で
す
。

福
島
原
発
の
汚
染
水
（
処
理
水
）

た
れ
流
し
、
総
量
が
変
わ
ら
な
い
の

に
濃
度
を
薄
め
る
小
細
工
を
す
る
。

福
島
原
発
の
状
況
を
ご
ま
か
し
て
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
誘
致
す
る
。
放

射
能
の
影
響
を
小
さ
く
見
せ
る
。
許

せ
な
い
こ
と
が
続
い
て
い
ま
す
。

原
爆
が
広
島
・
長
崎
へ
落
さ
れ
た

後
、
日
本
陸
軍
・
海
軍
が
現
地
に
入
っ

て
調
査
し
、
結
果
を
ア
メ
リ
カ
に
報

告
し
、
そ
れ
が
岸
元
首
相
の
戦
犯
開

放
に
つ
な
が
っ
た
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
原

発
訴
訟
の
方
が
老
朽
原
発
の
こ
と
を

詳
し
く
言
わ
れ
、
再
稼
働
を
さ
せ
な

い
こ
と
が
大
事
だ
と
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。

夜
の
交
流
会

で
も
「
新
興
吟

詠
会
」
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
出

演
し
憲
法
な
ど

を
吟
じ
ま
し
た
。

お
茶
席
で
お
茶

を
い
た
だ
き
、

充
実
し
た
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

山
科
支
部

北
山
忠
生
さ
ん

第
６
分
科
会

高
齢
者
の
人
権

と
し
て
の
交
通
権

公
共
交
通
の
現
状
に
つ
い
て
の
情

報
交
換
が
大
切
で
す
。
全
国
で
高
齢

化
が
進
み
、
免
許
証
の
返
納
な
ど
に

よ
り
公
共
交
通
へ
の
充
実
要
望
を
求

め
る
声
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
良

く
解
り
ま
し
た
。

コ
ミ
バ
ス
を
走
ら
せ
る
為
に
地
域

で
の
署
名
運
動
や
議
会
へ
の
働
き
か

け
な
ど
が
、
自
治
体
の
大
小
に
よ
ら

ず
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
自
治
体

が
住
民
の
足
を
守
る
こ
と
に
不
熱
心

な
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
自
治
体
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

足
を
守
る
運
動
の
交
流
や
公
共
交

通
の
現
状
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
も
っ

と
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
事
前
に
地
元
の

資
料
を
持
ち

寄
る
こ
と
も

必
要
と
感
じ

ま
し
た
。

分
科
会
報
告
・

感
想



皆
さ
ん
は
低
周
波
音
問
題
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
低
周
波

音
と
い
わ
れ
る
１
０
０
ヘ
ル
ツ

以
下
の
音
に
反
応
し
て
圧
迫
感
、

ふ
ら
つ
き
・
め
ま
い
、
不
眠
な

ど
の
症
状
が
表
れ
、
な
か
に
は

住
み
慣
れ
た
自
宅
に
住
め
な
く

な
る
方
が
お
ら
れ
る
の
で
す
。

低
周
波
音
の
発
生
源
と
し
て
、

最
近
は
風
力
発
電
と
家
庭
用
省

エ
ネ
の
機
器
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
き
な
音
を
出
す
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ず
っ
と

そ
こ
に
あ
り
、
終
日
あ
る
い
は

夜
間
に
作
動
し
て
健
康
に
影
響

を
与
え
る
の
で
す
。
翁
長
博
さ

ん
は
、
そ
の
よ
う
な
被
害
現
場

の
低
周
波
音
の
状
況
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
の
測
定
を
行
っ
て

お
ら
れ
る
方
で
す
。

低
周
波
音
の
影
響
を
受
け
る

人
は
全
体
の
２
～
３
％
と
少
な

く
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
全
く
影

響
を
受
け
な
い
た
め
、
発
生
源

側
は
長
年
「
本
人
の
気
の
せ
い
」

と
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
２

０
０
０
年
に
は
苦
情
が
前

年
の
2
倍
超
と
な
り
、
そ

れ
以
降
も
増
減
は
あ
る
も

の
の
右
肩
上
が
り
、
こ
こ

20
年
で
約
6
倍
で
す
。
発

生
源
と
し
て
当
初
は
工
場

関
係
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
後
は
家
庭
用
省

エ
ネ
機
器
（
「
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
」
な
ど
）
や
エ
ア
コ
ン

室
外
機
の
割
合
も
同
程
度

に
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

２
０
０
４
年
に
環
境
省
が
参
照

値
を
定
め
る
な
ど
対
策
を
取
り

始
め
ま
し
た
。

翁
長
さ
ん
が
測
定
に
関
わ
る

よ
う
に
な
ら
れ
た
の
は
、
建
築

音
響
学
の

大
学
教
員

と
し
て
定

年
を
迎
え

る
２
年
前

だ
っ
た
そ

う
で
す
。

20
年
以

上
前
に
低

周
波
音
問

題
に
関
わ
っ
た
時
の
仲
間
か
ら

手
伝
っ
て
と
頼
ま
れ
、
現
場
に

行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
測

定
の
現
場
で
は
４
つ
の
マ
イ
ク

を
屋
外
に
２
つ
の
マ
イ
ク
を
室

内
に
置
き
、
パ
ソ
コ
ン
と
つ
な

い
で
20
秒
毎
に
24
時
間
分
約
４

３
０
０
個
の
デ
ー
タ
を
取
り
ま

す
。
そ
の
デ
ー
タ
か
ら
、
突
発

的
な
車
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音

な
ど
の
影
響
の
あ
る
も
の
を
除

い
て
、
各
時
間
帯
の
代
表
的
な

デ
ー
タ
を
6
～
7
分
毎
に
抽
出

し
、
そ
れ
を
基
に
低
周
波
音
の

周
波
数
と
レ
ベ
ル
、
推
定
音
源

位
置
を
示
し
た
一
覧
表
を
作
成

し
ま
す
。
こ
れ
が
大
変
で
測
定

結
果
を
出
す
の
に
3
週
間
か
ら

1
カ
月
ほ
ど
か
か
る
そ
う
で
す
。

実
際
の
報
告
書
を
見
せ
て
い

た
だ
い
た
ら
、
一
覧
表
に
色
分

け
さ
れ
た
細
か
い
数
字
が
び
っ

し
り
並
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
ケ
ー
ス
は
自
宅
前
の
工

場
の
低
周
波
音
が
問
題
と
な
っ

た
も
の
で
し
た
が
、
稼
働
時
間

内
の
数
値
が
高
く
時
間
外
は
低

く
な
っ
て
い
て
、
工
場
の
稼
働

に
よ
る
影
響
が
ハ
ッ
キ
リ
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、

現
場
の
状
況
に
よ
っ
て
は
測
定

し
て
も
音
源
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な

い
場
合
も
多
い
よ
う
で
す
。

実
は
低
周
波
音
を
測
定
で
き

る
会
社
は
全
国
に
相
当
あ
り
ま

す
が
、
低
周
波
音
に
よ
る
被
害

を
訴
え
る
と
な
る
と
電
力
、
ガ

ス
な
ど
大
企
業
に
対
抗
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
要
請
が

あ
っ
て
も
引
き
受
け
な
い
会
社

が
多
い
と
の
こ
と
。
翁
長
さ
ん

は
一
度
も
断
っ
た
こ
と
が
な
く
、

こ
れ
ま
で
40
件
以
上
調
べ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
環
境

省
が
定
め
た
参
照
値
を
下
回
っ

て
い
て
も
被
害
が
出
て
い
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
、
個
々
人

の
被
害
に
即
し
て
対
応
を
見
直

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
取
材:

矢
吹
美
根
子

西
田
美
津
子
）
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輝いて元気に
翁長 博 さん

(７０歳 山科支部)

健康に悪影響

低周波音測定の

スペシャリスト

お な が ひ ろ し

原
因
は
家
庭
内
に
も

大
学
教
員
の
と
き
か
ら

測定器を操作する翁長さん

低周波音問題資料

大
企
業
の
圧
力
と
た
た
か
う


